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１．趣旨 
（背景及び必要性） 
 地震調査研究推進本部（以下｢推進本部｣という。）は、平成 9 年 8 月、 ｢地震に関する基盤

的調査観測計画｣を策定した。この計画に基づき、高感度地表観測施設や GPS 連続観測施設な

どが全国的にほぼ偏りのない形で整備されてきている｡ 
 一方、推進本部では平成 1 6 年度を目途に、ある期間内にある地域が強い地震動に見舞われ

る可能性を確率を用いて予測し、全国を概観した地震動予測地図を作成することとしており、

これにより地域ごとに地震危険度（強い揺れに見舞われる可能性）の比較が可能となる。その

基礎データとして、地震発生可能性の長期評価を主要な活断層帯や海域において進めている。

これまで実施してきた評価結果の中では、糸魚川－静岡構造線断層帯及び宮城県沖の２地域で

とりわけ高い地震発生の可能性が評価され、これら地域は、平成 1 6 年度の全国を概観した地

震動予測地図の作成時点においても、地震危険度が高い地域になると見込まれる｡ 
 こうした状況を踏まえ、推進本部は、平成 1 3 年 8 月、「地震に関する基盤的調査観測計画の

見直しと重点的な調査観測体制の整備について」を決定し、基盤的調査観測に加え、活断層に

起因する地震や海溝型の地震などの長期評価の結果等により、地震発生の危険度が相対的に高

いと判定された地域について重点的に調査観測体制を整備し、 
 ･長期的な地震発生時期、地震規模の予測精度の向上 
 ･強震動の予測精度の向上 
 ･地殻活動の現状把握の高度化等地震発生前･後の状況把握 
を図ることとし、当面、現時点で高い地震発生の可能性が評価された上記２地域についてパイ

ロット的な重点的調査観測体制を整備していくこととした｡ 
 以上を踏まえ、文部科学省では、大学、関係行政機関及び関係する研究開発法人と連携して、

上記２地域において、平成 1 4 年度から３年計画で、パイロット的な重点的調査観測を行うこ

ととした｡ 
宮城県沖地震に関する重点的調査観測については、東北大学を幹事機関、気象庁（仙台管区

気象台）を現地事務局とし、東京大学地震研究所、海上保安庁、国土地理院などの関係機関と

連携して、本実施計画に従い調査親測を行うこととする｡ 
 
（全体的な概要及び目標） 
 宮城県沖地震の長期的な地震発生時期や地震規模、強震動の予測精度の向上のためには、震

源域を含むプレート境界面上におけるアスペリティの分布とその振る舞いについて理解を深め

ることが先ず必要である。また、地殻活動のモニタリングには、海域での調査親測が欠かせな

い。宮城県沖でのパイロット的な重点的調査観測では、既存の観測網やこれまでの調査観測実

績を踏まえて、以下のような項目について調査観測を実施する｡ 
 1．過去の宮城県沖地震の活動の履歴および活動様式に関する調査 
    過去の宮城県沖地震で、プレート境界面上のどの領域が主としてすべったか、それら

がその都度同じ領域であるか否かを知ることが、決定的に重要である。そこで、既存の

地震観測データ、津波観測データ、歴史資料などを収集･解析することにより、過去の宮

城県沖地震の活動履歴および活動様式を明らかにする｡ 
 2．地震観測による地殻活動モニタリング 
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海底長期地震観測を実施し、既存の観測網データと併合処理することにより、プレー

ト境界およびその周辺で発生する地震の活動様式を調査するとともに、既設の観測網（東

北大学、気象庁、Hi-net）のデータを用いて、震源域およびその周辺域における地震活

動の時空間変化、相似地震によるプレート間すべりの時間発展の調査観測を行う｡ 
3．地殻変動観測による地殻活動モニタリング 

    プレート間すべりの時空間変化を把握するために、海陸にわたる地殻変動観測を行う。

海底地殻変動観測基準局を新たに設置して、 GPS 音響結合海底精密測位観測の問題点

の解明と精度向上を目指す。震源域のほぼ真上の金華山観測点において、陸上 GPS 連

続観測を行う。上下方向の地殻変動の検出のために、海底圧力観測および海底重力観測

を行う｡ 
    また、新技術の PS-InSAR の手法を導入し、地殻活動モニタリングの可能性を検討す

る。さらに、鮎川－鳴瀬の高精度水準測量を実施して､ 1980 年以降のこの地域の地殻変

動を調査する｡ 
4．プレート境界およびその周辺域の地殻構造調査 

    人工震源を用いた地殻構造探査を実施し、プレート境界およびその周辺域の地殻構造

を詳細に調査し、アスペリティのイメージングの可能性を検討する｡ 
 



 - 83 -

（年次計画） 
調 査 観 測 項 目 1４年度 15 年度 16 年度 

１．宮城県沖の地震活動の履歴に関する調査 

(1)観測データに基づく過去の宮城県沖地震

の震源再調査 
(2)津波波形解析による過去の宮城県沖地震

の調査 
(3)歴史資料に基づく過去の宮城県沖地震の

調査 

(4)波形インバージョンによるアスペリティ

の空間分布の調査 

 
２．地震観測による地殻活動モニタリング 

(1) 海底地震観測 

 

 

(2)陸上高感度地震観測網による地殻活動モ

ニタリング 
 

３．地殻変動観測による地殻活動モニタリング

(1)海底地殻変動観測 

(2)陸上 GPS 連続観測による地殻活動モニタ

リング 

(3)PS-InSAR による地殻活動モニタリング 

(4)高精度水準測量 

(5)重力観測 

 

４．プレート境界およびその周辺域の地殻構造

調査 

(1) 宮城県沖における地殻構造探査 

(2) 精密海底地形データを用いた海底構造

の調査 

 
５．進捗管理 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

 

 

 

長期型OBS４台

設置 

 

実施 

 

 

 

機器購入 

金華山観測点

に設置 

予備調査 

実施 

準備 

 

 

 

準備 

実施 

 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

 

 

 

長期型 OBS４

台 、 短 期 型

OBS10 台設置 

実施 

 

 

 

２点設置 

実施 

 

実施 

解析 

実施 

 

 

 

準備 

実施 

 

 

実施 

 

実施・まとめ 

 

実施・まとめ 

 

実施・まとめ 

 

実施・まとめ 

 

 

 

長期型 OBS４

台 、 短 期 型

OBS10 台設置 

実施・まとめ 

 

 

 

１点設置 

実施・まとめ 

 

まとめ 

まとめ 

まとめ 

 

 

 

実施・まとめ 

まとめ 

 

 

実施 
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（実施体制） 
調 査 観 測 項 目 担当機関 担当者 

１．宮城県沖の地震活動の履歴に関する調査

(1)観測データに基づく過去の宮城県沖

地震の震源再調査 

(2)津波波形解析による過去の宮城県沖

地震の調査 

(3)歴史資料に基づく過去の宮城県沖地

震の調査 

(4)波形インバージョンによるアスペリ

ティの空間分布の調査 

 

２．地震観測による地殻活動モニタリング 

(1) 海底地震観測 

 

(2)陸上高感度地震観測網による地殻活

動モニタリング 

 

３．地殻変動観測による地殻活動モニタリン

グ 

(1)海底地殻変動観測 

 

(2)陸上GPS連続観測による地殻活動モニ

タリング 

(3)PS-InSAR による地殻活動モニタリン

グ 

(4)高精度水準測量 

 

 （5）重力観測 

 

４．プレート境界およびその周辺域の地殻構

造調査 

   (1)宮城県沖における地殻構造探査 

(2)精密海底地形データを用いた海底構

造の調査 

 

 

気象庁仙台管区気象台 

 

気象庁気象研究所 

 

東京大学地震研究所 

 

東京大学地震研究所 

 

 

 

東京大学地震研究所 

気象庁仙台管区気象台 

東北大学 

 

 

 

 

海上保安庁海洋情報部 

東北大学 

東北大学 

 

国土地理院 

 

国土地理院 

 

東北大学 

 

 

 

東京大学地震研究所 

海上保安庁海洋情報部 

 

 

 

橋本 徹夫 

 

谷岡 勇市郎 

 

○都司  嘉宣 

 

山中  佳子 

 

 

 

金沢  敏彦 

橋本 徹夫 

○海野  徳仁 

 

 

 

 

加藤  幸弘 

○藤本  博巳 

海野  徳仁 

 

小沢 慎三郎 

 

小沢 慎三郎 

 

 藤本 博巳 

 

 

 

○金沢  敏彦 

加藤  幸弘 
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５．進捗管理 

 

東北大学大学院理学研究科 

（幹事機関） 

文部科学省研究開発局 

地震調査研究課 

気象庁仙台管区気象台 

（現地事務局） 

 

◎ 長谷川 昭 

 

 

 

注）全体の代表者は◎、大項目毎の責任者は○を付す。 
 
 


